
第１回　魚津市地域クラブ推進協議会 

１　開会あいさつ　
２　報告・協議事項

　(1)地域クラブ活動の現状

 　  ・生徒の加入状況等　　　　　・推進体制　 

　　 ・指導者の登録状況等       ・教員の時間外勤務時間       

　　 ・生徒アンケート結果  　　　・各クラブからの報告　　　等　
  (2)国の動向

　　　・最終とりまとめ　　　　・クラブ認定　費用負担

  (３)今後の取組

      ・R7  予算　　　・地域展開進捗状況　　　　・R7  スケジュール

      ・課題への対応

３　その他

４　閉会
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・部活動の加入状況　　           …3

・地域クラブの加入状況         …4

・推進体制・検討組織　　　　     …5　　　　　　　 　

・指導者について　　　　  　      …7

　　 登録　謝金等　研修　資格

・保護者負担金について　 　    …8

　　納付方法　減免制度

・教員の時間外勤務の状況      …9

・活動概要一覧　　　　　　　　   …10　　 

　

・国の動向　最終とりまとめ　　　　…11

　　　別紙　クラブ認定　費用負担

・地域展開に向けた進捗等　　　　 …13

・R8の目標(R6推進協議会資料)…14

・R7 年間スケジュール案　　　 　  …16

　　　推進協議会等の計画　

・課題について　　　　　　　　  　  　…18　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　地域クラブの周知　　費用負担

　　　

　　
　別添資料
　　　　　　　 ①R7 生徒アンケート結果
　　　　　　　 ②国　「協力者会議」資料
　　　　　　　 ③R7 予算関係資料

　　　　　　　 ④消耗品費について　
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R7 部活動の加入状況　5/1現在　全816名(R6　866名)

運動部 文化部 不参加
R7 458名

56.1%
男　64.3%
女  48.3%

180名
22.1%
男　11.5%
女  32.2%

178名
21.8%
男　24.3%
女  19.5%

R6 60.5%
男　69.０%
女  52.2%

23.2%
男　13.5%
女  32.7%

16.3%
男　17.5%
女  15.1%

R5 66.8%
男  71.7%
女  61.9%

22.2%
男  13.6%
女  30.9%

11.0%
男  14.7%
女   7.2%

R6運動部加入率　全国　54.9% (男 62.6%　女 46.8%)　　日本中学校体育連盟HP掲載資料より算出 3



地域クラブの加入状況　6月現在　　
◎市が運営する地域クラブ(9競技)　　R7 市内111名(市外7名)　計118名　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(R6 市内１４7名(市外２名)　計149名)

　　〇学年別　　１年…25名(2名)　　２年…32名(3名)　　３年…５4名(2名)

　　〇学校別　　西部中…36名　　東部中…75名　　早月中…3名　清明・明峰・滑川・雄山…各１名
　　〇競技別　　水泳…　1名　　サッカー…29名　　ラグビー…7名(1名)　　柔道…９名

　　　 　　　　　　 剣道…17名　　バドミントン…16名　　陸上競技…3名　

　　　 　　　　　　 バレーボール…23名(6名)　　卓球…6名　

　　　　　　　　　　　　　市地域クラブ加入割合…全生徒の　13.6　%　

◎スポーツ協会が運営する総合型地域スポーツクラブ(スポラ)

　　〇MT.SUPOLA(陸上)　　　　　　　　　30名 (2名) 　　

　　〇魚津ジュニアバドミントン　 　　　　　 29名
　　〇魚津スイミングクラブ　　　　　　　　　 　3名

　　〇UOZU SUPOLA JTC(卓球)　　　 　5名　　　　
    〇サンディーズ(チアリーディング) 　　　5名(2名) 　　計　市内74名(市外4名)計78名

　　　　東西中学校　約180名　の生徒が市内地域クラブで活動　→　全生徒の2割程度
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学校教育係
　〇全体計画　
  〇調査　〇推進協議会
　〇承認事項への対応
　〇保護者説明会企画　

　〇ガイドライン見直し
　〇周知・広報　
　〇学校との連絡調整

R7　魚津市地域クラブ推進体制　役割分担　案　

市教育委員会 市スポーツ協会　

スポーツ係　(文化係)

　〇予算管理
　〇県とのやり取り(実証事業)

　〇保護者負担金等の徴収
　〇研修の推進(県教委実施)

　〇相談窓口
　〇施設管理　

  〇競技団体との連絡調整

　〇生徒加入手続き　
　〇保険加入手続き　
　〇指導者謝金支払い
　　　等の会計業務　

　〇周知・広報
　〇保護者説明会運営
　〇地域展開の試行推進
　〇競技団体との連絡調整　

〇地域クラブの運営・競技指導　〇出欠管理　
〇緊急時の対応　〇学校顧問との情報共有　など〇生徒への周知協力

〇活動場所の利用調整
〇部活動の運営

学校

推進協議会

PTA　
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企業　

地域クラブ

〇市P連理事会等での報告

〇応援企業登録制度の周知

準備委員会

〇事務局内及び学校との
合意形成　情報共有　意見聴取

〇事務局と競技団体、PTA、企業等との　
合意形成　情報共有　意見聴取

うおづスポラ

クラブ・教室の運営

　　スポーツ少年団
との連携

情報共有

共同事務
相談窓口

運営主体　(事務局)

実施主体

検討組織

陸上競技　  バレーボール　　バドミントン　　水泳　　サッカー　
ラグビー　　柔道　　剣道　　卓球　　　

仮　吹奏楽準備委員会

〇事務局と指導者、関係団体、学校との　
合意形成　情報共有　意見聴取

県教育委員会
保健体育課

連携

連
携

指
導
助
言

報
告

国事業…

生徒
参加

業務
委託

連携

連
携

R7予算
委託費

850万円
国・市(県)　…8割強
保護者負担…２割弱　

指導者謝金・交通費
約755万
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R7  検討組織

〇事務局会議(随時連絡)
→スポーツ協会 市教委
　情報交換　方針検討　問題共有

〇準備委員会(年4回程度)
→中体連会長 スポーツ協会
 市教委
 推進協議会の原案検討　等

　　

〇その他
　競技ごとの打合せ　　代表者会議

　校長との懇談

　県教委の情報交換会　　等

〇推進協議会(年２回)
 →競技団体代表　13競技(オブザーバー参加可)

　　　中学校長　市P連代表(小　中)　企業代表(商工会議所)

　　　事務局【スポーツ協会　　市教委】　

  部活動の地域展開に係る方針　スケジュール　推進体制

　　　運営方法　成果と課題　等の検討　　国・県の動向共有

  

〇会議に係る謝金　

　　(推進協議会　代表者会議　大会運営に係る会議　等)
　　→謝金(1h  1,600円　指導者謝金と同額)　
　　　指導者謝金の支払いに合わせて振込



7

※同内容の研修を受講した場合

　→免除あり(要連絡)

R7 指導者について

7

研修
〇研修受講の原則 　　
　２年間で県教委主催の研修①②受講必須
R6　①コンプライアンス３５名　②救命講習１8名(有資格３名)受講

資格 指導者資格取得を推奨→補助額 10,000円

〇指導者資格…JSPO公認スポーツ指導者　　
　　　　　　　　　　　スタートコーチ　コーチ１　２　など

　　　　　　　　　　※審判資格や段位取得は対象外
　有資格指導者　　31名／65名　　全体の約5割　
　　(有資格指導者のいないクラブ→R7取得予定)

謝金・交通費
〇謝金…１時間　1600円　実績簿30分単位で報告
　　練習　　土日…３時間まで　　平日…２時間まで　

　　公式大会等の場合　別途取り決め　　
〇交通費…一律　１回　300円
　　市外への練習試合・大会等の交通費　　上限　1200円と設定 　

登録
資質向上の
機会

協会等からの推薦　　18歳以上　
部活動指導員やエキスパートと兼務可

水泳 サッカー ラグビー 柔道 剣道 バドミントン 陸上競技 バレーボール 卓球 計

登録指導者数 5 6 6 6 13 10 5 9 5 65

教員数(内数) 2 1 2 1 1 7

スポーツ協会　担当　支給年３～4回

市教委担当　県教委との連携

指導者登録…市教委担当

生徒加入登録…スポーツ協会担当
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R7 保護者負担金について

【保険代】　年額800円　　　

【参加費】　指導者謝金の一部に充当(登録費、消耗品費等はクラブごと)

〇基本額　→　活動頻度で設定

　・週１回(土日)               …月１０００円　

　・週２～３回(土日+平日) …月１５００円　　

　

〇支払い→原則年２回　

　市教委から納付書送付　

　→市の会計に

〇経済的な事情により地域クラブへの

参加機会を失うことのないように減免制度を

設ける

〇対象: 就学援助認定世帯 　R7実績…7世帯

　　　　　　　↓電子申請　　　　合計　42,750円

　　参加費の1／２　減免

　　　　　　　↓

　　　　納付書に反映

　　　　例　年　参加費　9000円　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　4500円

参加費の減免

R5保護者アンケート
を参考に金額設定

受益者負担を原則として　　R6から参加費を徴収

公費(国・県・市):私費(保護者)　　予算ベースでは　約 6: １

R6 保護者アンケートより
参加費について
おおむね妥当…86.5%

R7 …継続

年２回に分けて徴収
　8月…4～9月までの参加費(1年生　５月～９月)+ 保険代　800円　

　１月…10月～３月までの参加費
　　　　　　　　　　　※３年生の活動予定の調査　→　個別に対応

市教委担当　
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教員の時間外勤務時間

1月あたりの休日の時間外　

〇全教員　平均(運動部　文化部　の　全顧問)

　　　R6　　　　 R5　 　　　　R4

　　6:39　　　11:33　　　14:51

　　　

〇(地域クラブのある) 8競技の顧問　平均

　　　R6　　　　 R5　　　　　 R4

　　3:26　　　9:59 　　　15:12

　　　
　　中学校教員の時間外勤務時間

　　　　　　　　　
　・事業のR6の成果指標の一つ　
　　目標…休日の時間外10時間未満に

　　　　→　達成　
　・教員全体　平日の時間外も減少
　

　・該当競技の顧問　減少が顕著
　
　１月あたりの時間外　

現行　国指針　上限45時間　> R6市平均

　法律の改正
　　　国R11までに月３０時間程度に削減するよう

　　　求めている
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クラブ名 種目　
実施
回数

実施曜日・時間帯 実施
期間

活動場所
生徒

指導者
参加費
(/月)

大会参加 備考

魚津スイミングクラブ 水泳 週1回 土曜　18:00～20:00
４月～
　３月

市室内温水
プール

１人

５人
1000 円 部活動(特設部)

スポラ　魚津スイミングクラブ

週３回

KSS UOZU-15 サッカー 週３回
火曜　木曜
18:00～20:00

土or日曜　午前or午後

４月～
　３月

東部中
西部中

グラウンド

29人
6人

1500円 地域クラブ

魚津RFCジュニア ラグビー 週２回
火or木曜　　
19:00～20:30

土or日曜　午前or午後

４月～
　３月

西部中

グラウンド
体育館

8人
6人

1500円 中体連の大会なし
富山選抜チーム

魚津柔道クラブ 柔道 週１回 土曜　　　9:00～
11:00

４月～
　３月

東部中

武道場

9人
6人

1000 円 部活動

魚津剣道会 剣道 週１回 土曜　18:00～19:30
４月～
　３月

旧大町小
体育館

17人
13人

1000 円 地域クラブ R7から地域クラブで大会参加

魚津市バドミントン
クラブ

バドミントン 週１回 土or日曜　午前or午後
４月～
　３月

東部中

西部中　体育館

16人

10人
1000 円 部活動

スポラ　魚津ジュニアバドミントン
週５回　クラブで大会出場
スポラ　バドミントン教室
週１回

MT.SUPOLA 陸上競技 週１回 土曜    9:00～12:00
４月～

　11月
桃山陸上競技場

3人

５人
1000 円 部活動

スポラ　MT.SUPOLA
週４回　クラブで大会出場

ファンバレーボール
トヤマ

バレーボール 週３回
月曜 水曜  
19:00～21:00
土or日曜　午前or午後

４月～
　３月

旧村木小
東部中

西部中　体育館

29人
９人

1500円 地域クラブ

魚津卓球クラブ 卓球
週1回
+月２回

金曜　18:00～19:00

土日曜　午前　月２回

5月～
　３月

西部中　体育館
ありそドーム

6人
5人

1000 円 部活動
スポラ　UOZUSUPOLA.JTC

Aクラス週４回　Bクラス週２回

魚津市地域クラブ R7活動概要 
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最終とりまとめ
↓

改革推進期間(R5～7)後の
R8以降の方向性を示すもの

　

地域クラブの価値=よさ
→生徒・保護者等　関係者に周知

国が示す
地域クラブの定義・要件

(別紙)
↓

市で認定する仕組みの構築

基本的な考え方
〇多様な選択肢
〇費用負担…国・県・市が支え合う
〇きめ細かな情報提供

改革の目的

名称変更

地域移行　→　地域展開
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平日・休日を通した活動
↓

平日の地域展開もあわせて
できるところから

今後の方向性

改革実行期間　６年間
　前期　R8～10
　後期　R11～13

①この間に　全ての学校部活動の
休日の地域展開を達成

魚津市…R8の新チーム発足時までに　
全ての運動部活動の地域展開を達成する
→　全保護者に通知(R7.2)

③受益者負担の水準

国が金額の目安を示す(別紙)
↓

国の水準を参考に市の受益者負
担の在り方、公的負担とのバラン
ス等の費用負担の在り方を検討

②平日の地域展開　地域の実情
に応じた取組

今後一層の改革を進める
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地域展開に向けた進捗状況
競技 進捗状況

野球　 5/23(金)第１回準備委員会　　7/14(月)第２回準備委員会　　

　　指導者の代表　決定　　　スポラ教室(ゴールドウイン)実施予定
　　今後…指導者確保　曜日、場所の検討
　　R8 ４月　クラブ発足(新１年+東部新２．３年　※西部新２年夏合流)
　　休日+平日２回程度の活動想定
　　中体連へのクラブ登録申請(12～２月)　クラブチームとして大会参加

ソフトボール　 R6　新川地区新人大会なし　　R7　新川地区大会なし
R7　西部中…廃部　　　
　　　東部中…新入生4名　計11名→　「岩瀬レッドレイルズ」クラブで富山市地区大会参加
　　　　　　　　　　　　→　県選手権大会優勝　→　北信越大会出場

　　　　　　　　　１．２年９名　新人戦未定　　次年度　休日クラブチームとして活動　大会参加?　

ソフトテニス　 8/6(水)第１回準備委員会　

　土曜のスポラ教室(ゴールドウイン)と水曜の西部中での教室　→　そのまま地域クラブに
　R8 ４月　クラブ発足　水曜の夜(西部中)　土曜の夜(桃山)　週２回の活動
　大会への参加　→　当面は学校部活動として参加予定

バスケットボール 6/25(水)女子バスケ懇談会　　　７/２(水)男子バスケ懇談会
　R7　新体制からスポラ教室(ゴールドウイン)開始→男女別　東西合同の活動　試行　　
　　　　　男子…水曜日　ありそドーム　　8/6～　　指導者…教員　元教員　　部活動指導員　
　　　　　女子…休日　　中学体育館　　　７/５～　　指導者…教員　元部活動指導員

　R8　４月　クラブ発足に向けて調整
13



〇今後の部活動の地域移行(地域展開)の目標　　　　　
 

令和８年度中にすべての運動部活動で休日の地域移行(地域展開)の達成を目指す

　　達成状況に伴い、原則　休日の運動部活動は実施しない

　　　　

・より持続可能な運営を図るため、「総合的地域スポーツクラブ　うおづスポラ」との連携強
化を図る

・市内でクラブ設立が困難な競技については、近隣の既存クラブと連携を図る

・「８年度中」とあるのは、３年生が引退した後の新チーム発足後のタイミングを想定

・推進協議会後に、関係者並びに小中学校の全保護者に通知

・大会前に限り、学校の判断で数回程度の練習、練習試合等は可とする

・吹奏楽→当面は地域連携(両中学校に部活動指導員配置)で対応
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R6　第２回推進協議会
資料より



令和５年度
〇教育委員会の方針・計画

・スケジュール作成

・ガイドラインの作成

・学校・競技団体との懇談

・先進市町への視察

・準備委員会　協議会開催

・教員、保護者への周知

・予算要望R6

・休日の活動　試行開始

・先行事例(２競技)の検討

令和６年度
令和７年度〇計画の見直し

・ガイドラインの見直し

・８競技休日の地域移行実施

　(水泳　サッカー　ラグビー　柔道　剣道　　　

　バド　バレー　陸上)

・試行競技拡充(卓球　ソフトテニス)

・協議会の開催

・費用負担の検討

・予算要望R7

〇休日の地域移行の拡充

・９競技休日の地域移行実施

　(水泳　サッカー　ラグビー　柔道　剣道　　　

　バド　バレー　陸上　卓球)　及び試行 

・平日の在り方検討

・協議会の開催・学校部活動検討

・文化部(吹奏楽)の地域連携

・３年間の総括とR8以降の計画

準備・試行 実施・試行 実施・試行拡充

地域移行(地域展開)　
の　予定案

進捗状況の情報発信 15

令和８年度
〇年度中(新チーム発足時までに)に

すべての運動部活動で休日の地域移行(地域

クラブの活動)の達成を目指す

<休日の運動部活動は原則実施しない>

R6　第２回推進協議会
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キーワード ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
推進体制 委託契約

(スポーツ協

会)

準備委員会
①

野球①

バスケ① 生徒アン
ケート
バスケ②

野球②

準備委員会
②
ソフトテニ
ス①

第１回推進
協議会
HP掲載

吹奏楽懇談
会

準備委員会
③

保護者アン
ケート

中学校活動
参観

小学生向け
アンケート

準備委員会
④

第２回推進
協議会
HP掲載

Ｒ８委託契
約準備

クラブ
指導者

コンプラ研
修(申込締切
5/2)

指導者資格
講習受講希
望者→補助
申請　周知

クラブ名簿
作成

コンプラ研
修(5/17～
7/20)

活動実績①

救命講習案
内

謝金支払い
①

救命講習①
(9/28)

活動実績② 救命講習②
(12/6)
謝金支払い
②

中体連への
申請
(中体連HP)

各クラブ
次年度実施
計画

活動実績③

活動実績③

(救命講習③
2/　)

次年度
クラブ登録
新規指導者
申請

活動実績④

謝金支払い
③④(4月)

保護者・生
徒・学校

保険加入手
続き完了

新入生向け
手続き
動画・資料

部結成

保険加入手
続き→新入
生活動開始

新川地区大
会

保護者あて
減免申請案
内

県選手権大会

県民スポーツ

大会

北信越・全
国大会

学校依頼
(協議会の内
容等HP)

参加費徴
収・案内①

県中学駅伝

新川地区新
人大会

参加費徴
収・案内②

学校依頼
(協議会の内
容等HP)

新入生向け
地域クラブ
(説明会)・
資料作成

説明動画配
信

Ｒ７地域ク
ラブ参加締
切(中学生)

予算・国事
業

県との委託
契約手続き

国の実行会
議　(最終と
りまとめ)

受益者負担
金　支出金
概算把握

国の協力者
会議　(クラ
ブ認定と受
益者負担)

R8国概算要
求公表

R8予算検討
国事業中間
検査
県教委中間
報告　資料
作成

市予算発表

県教委最終
報告　資料
作成
事業２月末
まで

次年度契約
準備

R7 年間スケジュール案

学校と地域クラブとの情報共有 懇談等

テニス、バスケ、野球

の「スポラ教室」 実施

国ガイドライン改訂



R7　推進協議会の計画

　
準備委員会 準備委員会 推進協議会 準備委員会 準備委員会 推進協議会

第１回 第２回 第１回 第３回 第４回 第２回

期日 ５月下旬 ８月中旬(紙上説明) ８月下旬 １０月中旬 １月下旬 ２月中旬

主な内容

〇地域クラブ加入状況
(9競技)　学校部活動
の加入状況
〇新推進体制の確認
〇年間スケジュール　
協議会等の計画
〇地域クラブ実施に係
る課題と対応
〇4競技の実施見通し
〇指導者研修・資格取
得

〇国　今後の方向性
◎協議会の案件検討
・生徒の加入状況や指
導者の状況
・課題の整理
→協議会に諮る事柄
・アンケート結果
・4競技の進捗状況

◎報告事項
・生徒加入状況
・指導者登録等
・アンケート結果
・国の動向

◎協議事項
・実施に係る課題と対
応案　
・4競技の進捗

〇各クラブの新体制の
状況
〇クラブの改編案
〇8年度予算
〇８年度以降の計画
・野球
・バスケットボール
・ソフトテニス
・ソフトボール　

◎協議会の案件検討
・7年度の実績
・児童生徒・保護者へ
の周知
・7年度の成果と課題
・8年度以降の活動予
定

・ガイドラインの見直し

◎報告事項
・7年度の実績
・児童生徒・保護者への
周知方法
・説明会の工夫

◎協議事項
・7年度の成果と課題
・8年度以降の推進体制
と活動予定
・改訂ガイドライン

備考

　 生徒アンケート

　　

　国…受益者負担の内容・
額について提示

　保護者アンケート
(小学生向けアンケー
ト)

　国…改訂ガイドライン 　
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地域クラブの理解　周知

１　人数不足でチーム編成困難　→　大会参加できない懸念も　　　

2　クラブ員が少　→　切磋琢磨して共に成長する環境は　　　

3　受益者の人数　減少　→　収支構造　将来的に受益者負担増に

今後の加入者数　
背景
　　価値観の多様化(児童生徒　保護者)　　　　　
　　急激な少子化

　　スポーツと出会う機会の減(スポ少　部活動)　など　　

競技人口　　競技力　　将来の指導者　　 　　

全体 　R7　118名　←　R6　149名　　　

課題1 市外のクラブへの参加も
(ダンス　レスリング　ウェイト等)
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対応案

◎小学生高学年とその保護者を対象とした取組み

例1　小学生向けアンケート(アンケートの中で広報活動)

例2　中学校説明会(2月)の場などでの説明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎中学１年生を対象とした取組み

例3　部活動紹介時に地域クラブのチラシを配布　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◎その他

例4　NiceTV等の活用

　

キーワード…周知　広報の工夫

中学校で

地域クラブと出会う場を

児童も保護者も

…部活動と地域クラ
ブの違い分かってい
ないのでは

〇３月の保護者説明会だけ
では……
〇ホームページもリニューア
ルしているが……

独自にテレビ、雑誌等を
活用しているクラブも
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費用負担の在り方について　

国…事業は継続するだろう　が　国の委託金がどうなるか不透明

国の資料参照
「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」

「部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議」

R8　全競技の地域展開達成予定　平日の活動も今後増　→　予算規模　増大

受益者負担金の見直し

国…適切な受益者負担の内容や金額の目安提示(別紙)　

R8　予算案

保護者への説明・理解

指導者謝金の枠組みの見直し 指導者への説明・理解

スポラとの連携強化

課題2

スポラのクラブにある競技　人数バランス

持続可能な運営体制

新たな認定制度
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